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　 惑星学 会の 皆様 ， こ ん に ちは ．2002年3月に神戸大

学 自然科学研究科で 学位を取得した稻 田愛 （い なだ

あ い ）です。2002年4月よ り，日本学術振興 会海外特 別

研 究員 として ドイツ は マ ッ クス プ ラ ン ク 大気 圏研究所

（Max 　Planck【ns 垣賦 肚 Aeηonomje ）で 研究 をして い ます．

実 は博士課程の 間もこ こ で 1年半を過ごして おり，古巣

に帰っ てきた心地 です．博士論文の タイトル は 「火 星霧

形成 の 数値 シミュ レーシ ョ ンとそ の 将来観測 の ため の

火 星撮像 カメ ラ の 機上 較正」（Numerical　Sjmulations

of　Ma 血 an　Fog　Formation　and 　Inthght　Calibration　of

Mars　 Imaging　 Camera　 on 　 NOZOM ［ for　 its　 Future

Observations）で ，火星表面近 くの 低温低圧 の 大気中で

氷粒 子が形成され ，そ の 粒子サ イズ ・氷量が 日変化す

る様子を計算しました．そ の 結果，火星の 低緯度 ・中

緯度地域 でも霧が発 生 す る ことを確認して い ます．火

星に は 過去に大量 の 水 が火 星表面 を流 れ た 跡 があ る

もの の ，そ の 水 が どこに 消え た かわ か らない とい う「水

問題」が あります．一
部は地下 に潜 っ て い ると考 えられ

ますし，

一
部 は宇宙空間に散逸して しまっ た と思わ れ

ますが，火星に おける水の 歴史 は 定か で はありませ ん ．

霧の 研 究の 意義は ，ひ とつ に は 現在の 下 層大気で の

水 の 振 る舞 い を知る こ と，もうひ とつ は 霧の 発 生 しやす

い 場所 としにくい 場所を特 定 す る こ とで ，地 下 に存在

する か もしれな い 氷 の 位置 を推定する切 り口 に なるこ

とが あげ られ ます．

　
一方，モ デ ル の パ ラ メーターを 設定 するにあた っ て ，

い か に 我 々 が 火 星大気に つ い て 知 らな い か を改めて

感じました．た とえば
， 氷粒 子 は 水蒸気が 火星大 気中

に 大量 に 浮遊 して い るダ ス トを核として凝結 したもの と

考え られ ますが こ の 水蒸朱
・ダ ス トの 鉛 直分布 に つ い

て は まだ は っ きりとわか っ て い ませ ん．特 に．高度10  

以 下 の 大 気は ダ ス トを多く含むため光学的厚 さが 大き

く， 大気の リム 観測では 太陽光 が大気を通過しきれず

情 報が得 られ ない の です．着陸 した バ ス フ ァ ィン ダー
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の 観測か ら求めた水蒸気量は ，同 じく着 陸 したヴ ァイ

キン グ の観測か ら推定され る水蒸 気量 に 比 べ て は る か

に大きく，当た り前の ことなが ら大気組成 が場所 ・時 間

に よっ て大きく変 動するこ とを示して い ます．またダ ス ト

の 鉱物組成に つ い て も詳 しい 調査が必要 で ， 火星ダ ス

トが どの 程度氷粒子の核として 活性化する か は わか っ

て い ませ ん．

　 したが っ て今後の 霧の 研 究 に は観測が 不 可欠 で あ

り，モ デ ル で パ ラメーターを操作 して 観測結 果と照らし

合わせ る こ とで 霧 形成 の 全 容を知る こ とが で きる と思

っ て い ます．観測機 器として は ，まず日本 の 火星探査

機「の ぞ み 」に 搭 載され て い る可 視カメ ラM 【Cが あげ ら

れ ます．こ の カメラは 青 ・緑 ・赤 の 3色 の フ ィル ターを持

つ CCD で ，観測 は 2004 年 1月か ら始め られ ます．の ぞ

み の 軌 道 が超楕円形 で ある た め ，近火点で は 空間分

解 能6e　 m ／pixelで ，遠火 点 で は 火星全体像 を撮像す

るこ とが 可能です．こ れ は グ ロ ーバ ル な動きをもつ 大気

観測 に 適 して い ますし，近火点が赤道付 近 で あるこ と

か ら低緯度帯 の 地域発生 的な霧観測 にも適 して い ま

す．MIC の 画像から霧の光学的厚さを測定で きますし，

反射 光 の 波長依存性か ら霧粒子 サイズ を推定で きると

考えて い ます．これ らは どの ように霧が発生 し成長した

かを知るた め に 非常 に重要 です．この 研 究に必要 とな

るMIC の絶対感度機上較正 は 打ち上 げ後に撮 像した

月 ・木星画像 を用 い て 行 い ，博士論文後半 にまとめま

した ．

　さらに ESA の マ ーズ ・エ キス プ レス （MEX ）は 「の ぞ

み」と同時期に火星を周回する探査機で ，搭載機器 で

あるHRSC （ス テ レオ撮像カメ ラ），　OMEGA （分光器），

PFS （フー
リエ 分光器）との 共同観測に は非常に期待し

て い ます．HRSC では霧の ス テ レ オ画像が得 られ ます

し，OMEGA で は水蒸気量の マ ッ ピン グなどが可 能 で

す．PFSは波長分解 能が よく，ダ ス トの 鉱物組成の特定

や気温 ・気圧 の 高度分布が 得 られ ， また氷 の 吸収バ ン

ドの 測 定も期待され ます．私 は こ れ らの 総 合的 な観測

デ ータの 解析 を目指 して お り，所属 して い る マ ックス プ

ラ ン ク大気圏研 究所は各機器 の 共 同研 究者 が そ ろっ
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て い て こ の 研 究に は最適な場所で す．また同 じドイッ

内の DLR を本拠 地 とす る HRSC チーム とMIC チ
ーム は

研 究者 を交 換 して 互 い の 機器 に精通しようとして おり，

私も交換研究者 の
一
員として 密に連絡を取 っ て い きた

い と考 えて い ます．すで に HRSC ，
　PFS の 共同研究者

会議 には 出席をは じ め て お り，
こ れ か ら 日本とESA の

火星探査 における共同研 究に 貢献 で きるよう取り組ん

で い きた い と思 い ます．今後ともよろ しくお願 い い た し

ます．
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